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Accuracy check of grading on the X-ray CT system 
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X 線 CT はさまざまな光路で入射し透過させた X 線の強度を測定し，試料内部の X 線線吸収係数の空間分布を示

す画像を計算機で再構築する装置である．非破壊で内部の構造の観察が可能であるため，主に医療の現場で頻繁に

使用されるが，堆積物や岩石等の地質媒体での使用も多い．X 線 CT における画像の階調情報は試料の各部位の X

線吸収の度合いを示す．この階調値（もしくは CT 値）は，主に試料の密度と化学組成に依存し，密度が高いほど

もしくは高原子番号の元素を多く含むほど，その吸収の度合いは大きい但し，この階調値（CT 値）には管電圧と

管電流等の撮影条件，光線硬化，量子ノイズ，試料サイズ，X 線 CT の空間分解能と粒径の兼ね合いによる誤差を

持つため注意が必要である．本発表では，医療用 X線 CT と工業用マイクロフォーカス X線 CT における階調値の誤

差について着目し，それらの定量的な検証の結果を報告する． 


